
現在の研究テーマと内容
1) 小動物における運動感覚機能回復機序の解明
モデル動物（頭頂連合野傷害モデル動物、補足運動野傷害モデル動物、線維筋痛症モデル動物及び
坐骨神経挫滅モデル動物）を用い、運動感覚刺激や居住環境を変える介入刺激がどのような行動の
変化を及ぼすのか?生体における神経生理学（図１:中枢神系及び末梢神経系の運動神経評価、感
覚閾値の評価）と行動学的評価（図２:半側空間無視様行動の評価）から、免疫組織学的手法を用
いて検証し、ヒトへの治療に繋げていきます。

2)機械的神経細胞単離法を用いた神経細胞の振る舞い評価
今まで生後2週齢までしか行うことのできなかった神経細胞の機械的単離法を年齢の制限なく行う
ことができるように確立しました（図３）。この方法を用いて、細胞体からの反応やシナプス応答
を記録し、各種モデル動物における細胞レベルでの変化を観察することで行動変化との関係を探る
ことが期待できます。



大学院を目指すみなさんへメッセージ
◇研究をさらに深めたい方へ:熊本保健科学大学大学院で論文作成を経験しませんか?
皆さんの日々の研究が、学会発表だけで終わっていませんか?
大学院は、一つの研究テーマを深く掘り下げ、最終的に論文としてまとめ上げる貴重な経験を積
む場です。この経験は、将来的に研究テーマが変わっても、きっとあなたの大きな財産となるで
しょう。
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